
喫煙大国ギリシャ　オリンピックへ向けて禁煙対策

　ギリシャはヨーロッパの東南端にあり、北にアルバ

ニア、マケドニア、ブルガリアのバルカン、東欧諸国を

いただき、東方のトルコとエーゲ海を挟んで向かい合

っている。このような地理的条件と400年近くイスラ

ム国家トルコの支配化にあったことから、ヨーロッパ

文明の発祥地でありながら、アテネなどを訪れると、

エキゾチックな雰囲気である。

　ヨーロッパで禁煙が進んでいるのは、スウェーデン、ノルウェ

ー、イギリス、アイルランドなど。反対に喫煙率が高いのは、ギリ

シャをはじめスペイン、ハンガリーなどの南欧，中欧諸国だ。

　昨年11月、欧州連合（EU）が発表した数字では、ギリシャ人はヨ

ーロッパで第1位のたばこ好き。喫煙者の1日平均喫煙本数は

23.38本と2位のベルギーの18.41本を大きく引き離している。喫

煙率では、40～50%が吸っているとされ、25～34歳になると約60%

に跳ね上がる。ヨーロッパのヘビースモーカーの国で1995年以

来喫煙率が増えているのはギリシャだけという（数字は5月13日

付AP通信）。「たばこを吸うのはギリシャの文化の1つだ」と言わ

れるほどだ。

　そのギリシャでも、8月13～29日の夏季オリンピックを前に、

禁煙対策が遅まきながら進んでいる。病院の待合室、医師の診療

室、学校、行政機関などの公共の場所が禁煙になり、続いて公共

の場所だけでなく、カフェ、バー、レストランも喫煙コーナーを

設けて、分煙が義務付けられた。民間会社の待合室、受付、会議室

などでも禁煙が始まり、次いでその他の職場でも分煙措置がと

られている。オリンピックの開催中は、たばこの屋外広告も禁止

される。

　オリンピックでは、このほど死亡したカナダの公衆衛生学者

ジョン・ハミルトン・リード氏の働きにより、カナダのカルガリ

ーで1988年に開かれた冬季オリンピックで禁煙が実現して以来、

その後の大会でも禁煙が実施されている。

　ギリシャでも参加選手の健康を守るため競技場を禁煙に

する法的措置がとられており、第1回大会以来のアテネでの

オリンピック開催が、禁煙途上国からの脱却の契機になろうと

している。しかし、屋内会場のすべてや屋外会場の多くでも完全

禁煙が実施された４年前のシドニー・オリンピックと違って、ギ

リシャでは「喫煙場所付き」のところが多い。ギリシャはオリン

ピックを契機に果たして他のヨーロッパ諸国と足並みをそろえ

られるかどうか。
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①ギリシャ→37.9%（男：46.8%／女：29.0%）

②ドイツ→34.75%（男：38.9%／女：30.6%）

③ルクセンブルク→33.0%（男：39.0%／女：27.0%）

④スペイン→31.85%（男：39.1%／女：24.6%）

⑤アイルランド→31.5%（男：32.0%／女：29.0%）
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